
 

 

議案第９２号 

 

負担付き寄附の受納について 

 

次のとおり負担付きの寄附を受納することについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項の規定により、議会の

議決を求める。 

 

令和４年６月１０日提出 

 

京丹後市長 中 山  泰 

 

１ 寄附を受ける財産の種別及び数量 

種別  高規格救急自動車（フルタイム４ＷＤ、車両本体のみ） 

数量  １台 

２ 寄附者 

一般社団法人 日本損害保険協会 

３ 寄附の条件 

総務省消防庁の寄贈自動車推薦要領の規定に反した場合、寄附を受けた車両は自費により引き取る。 

 

提案理由 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項の規定に基づき、議会の議決に付す必要がある。 
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議案第９２号 参考資料 

 

（参考資料） 

１  受納時期 

令和４年１１月３０日 

 

２  配置場所 

峰山消防署 久美浜分署 

 

３  納入時のイメージ（モデル令和２年度配備の高規格救急自動車、トヨタハイエース） 

 

 

４  費用 

高度救命処置用資器材、艤装、諸経費等については、京丹後市が負担する。 
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年 月

（パブリックコメントを実施した場合は、その結果等を含む。）

　≪財源措置の状況≫ （単年度事業でない場合は、全体事業の見込状況を記入） (単位：千円)

○その他の計画(該当する場合のみ)

【議会基本条例第8条第1項関係】

議案の
件　名

議案第92号
負担付き寄附の受納について

政策等
の区分

計画　・　事業　・　条例

その他（　 　　　　　　）
政策等の形成過程の説明資料

令和 4 6  定 例 会

　≪政策等の概要≫ 　≪市民参加の状況≫

　民間事業者から高規格救急自動車を寄贈いただく寄贈救急自動車事業に
おいて、総務省消防庁から日本損害保険協会へ寄贈先の消防本部として、
本市の消防本部を推薦する旨の通知を受けたことに伴い、当該寄附が負担
付き寄附となることから議会の議決を求めるものである。
　なお、寄贈の内容は、車両本体のみであることから、高規格救急自動車
の仕様に基づく追加の艤装と積載する救急資機材等の経費については、本
市の負担となる。

有　・　無

総事業費 国庫支出金 府支出金 市債 その他 一般財源

25,000 25,000

　≪政策等の必要性≫ 　≪将来にわたる効果及び経費の状況≫

　更新予定の救急車は平成２４年度登録で運用開始から９年が経過。走行
距離は１１万キロメートルを超え、近年ではエアコン、リアヒーターの修
理等、老朽化が顕著に進んでおり、更新時期は令和5年度に計画していた
車両である。

　更新予定であった救急車に係る車両本体購入費用を約1,000万円抑制す
ることができる。

　≪提案に至るまでの経緯≫

10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実
令和3年12月21日　要望調査（総務省消防庁の寄贈救急自動車事業）
令和3年12月24日　「要望あり」として、要望調査へ回答
令和4年  4月28日　寄贈推薦通知

総合計画
計画項目

　≪政策等の実施時期≫ 策定年度

令和4年11月30日 計画期間

担当部局 担当課 添付資料（有の場合は、その名称）

消防本部

計画名称

警防課 有・無 寄贈救急自動車推薦要領
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